
























































乳　児 85 246 64 55 105 3 33 3 0 24 215 36 26
9
幼　児 37 109 89 56 43 42 45 89 14 76 149 36 34
37
その他 0 3 30 10 2 2 0 5 0 7 24 0
1 60
不　明 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
0 1 6














乳　児 4 3 3 16 23 67 21
1 25 1，067 914
幼　児 16 5 21 170 42 80 24
9 29 L2521，026
その他 8 10 7 26 1 44 272 13
57 582 528
不　明 1 0 0 1 0 4 1
0 39 58 55








































































































特にない 51．5 51．4 49．1
51．7 53．0
あ　　る 48．5 48．6 50．9
48347．0
子どもの勉強や進学に関すること 32．7 16．5 31．0 36．7 42．2
子どもの性格や癖に関すること 20．6 27．3 25．1 19．5 14．0
子どもの健康に関すること 19．7 22．1 21．9 20．0 16．6
子どもの友人に関すること 9．9 9．3 11．3 10．2 9．3
子どもの育て方について，自信がもてないこと 6．8 9．2 8．1 6．0 4．9
子どもが保育園や幼稚園，学校から帰ってからのしつ
ｯなどに関するζと
6．2 11．0 9．0 5．3 L8
子どもの事に関して，夫（妻）が協力してくれないこ
ﾆ
4．3 4．2 4．9 4．9 3．7
子どもの暴力や非行に関すること 3．6 2．7 3．1 3．7 4．5
子どもの育て方について，祖父母と意見が合わないこ
ﾆ
3．3 4．4 3．7 3．3 2．5
家の環境がよくないこと 3．3 5．9 3．8 2．6
1．7
子どもの性に関すること 2．4 0．9 1．2 2．4 4．0
子どもが保育園や幼稚園，学校へ行くのを嫌がること 1．7 3．3 2．0 1．2 0．8
子どもの事に関して，相談できる人がいないこと 1．2 1．0 1．2 1．5 1．2


















総　数（悩みがあるもの） 100．0 100．0100．0100．0 100．0
家族で話し合う 68．4 72．2 72．9 62．4 66．9
子どもと話し合う 57．2 33．9 57．4 65．5 68．0
信頼できる身近な人に相談する 50．2 59．8 49．0 45．7 47．2
保育園や幼稚園，学校の先生などに相談する 23．6 30．5 29．9 20．1 17．0
自分で考えて解決する 23．4 23．9 24．2 25．4 21．2
専門家や公的機関に相談する 6．4 9．1 5．6 4．2 6．4
そ　の　他 1．9 2．0 2．3 1．8 L6
不　　　詳 0．4 0．3 0．3 0．5 0．4
　（注）複数回答である。
　資料：厚生省児童家庭局「平成3年児童環境調査」
　これによると，未就学期（幼児期）の親たちは，保育所や幼稚園の先生に相談する割合が多
いことがわかる。こうして見ると，保育所が地域の子育て支援の核となって，こうした親たち
の不安や悩みを積極的に解消していく役割りを課せられていることを深く認識せざるを得ない
のである。このことは，言い換えれば，保育所が，これまで各家庭に豊かに伝承されてきた生
活文化としてのしぐさを，新たに掘り起こし，それらを保育現場の中で伝承していかなくては
ならないということである。それは，単に親たちに伝えていくだけではなく，保母自信がしっ
かりと身につけ，それを親たちと共に伝承していく，そのことによって，子ども達は無意識の
中にそれらを学習し，修得していく。そうした中で，子どものパーソナリティは豊かに形成さ
れていくであろう。
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3　保育所保育指針における生活習慣修得の展開
3－1　保育所保育指針の「ねらい」と「内容」
　では，保育所保育指針の中で，基本的な生活習慣，態度が，どのように方向付けられている
かを，以下に見てみよう。
　まず保育所保育指針総則において，「保育所の特性は，養護と教育が一体となって豊かな人
間性を持った子供を育成する所にある」とされている。その具体的保育の内容は，「ねらい」お
よび「内容」から構成される。年令は，6か月未満児，6ケ月から1歳3ケ月未満児，1歳3
か月から2歳未満児，2歳児，3歳児，4歳児，5歳児，6歳児の8つに区分されている。（注
3）
　「ねらい」は，子どもが保育所において安定した生活と充実した活動ができるようにするた
めに，「保母が行わなければならない事項」と，「子どもが身につけることが望まれる心情，意
欲，態度などを示した事項」とがある。
　　「内容」は，子どもの状況に応じて，「保母が適切に行うべき事項」と，「保母が援助する事
項を子どもの発達の側面から示したもの」の2つの視点から示されている。前者を「基礎的事
項」としてまとめて示し，後者を「健康」，「人間関係」，「環境」，「言語」，「表現」の5領域を
設定して示してある。この5領域は，3歳未満児については，その発達の特性から見て，各領
域を明確にすることが困難な面が多いので，5領域に配慮しながら，基礎的な事項とともに，
一括して示してある。そこで本稿において，「内容」の抽出は，3歳未満児においては，「内
容」でまとめ，3歳以上児においては「内容」を「基礎的事項」と5領域の中から抽出した。
3－2，5領域をとおして子どもが身につけることが望まれるしぐさ
　つぎに，保育所生活における子どもが身につけることが望まれるしぐさを，5領域別に分類
し，列挙してみると，
①　　脈動」
　　食事・排泄・衣類の着脱・身辺清潔・昼寝・休息などを通して，健康で安全な生活に必要
　　な基本的な習慣や態度のしぐさ
②　　「人間関係」
　　友だち・家族・大人・年上・年下・地域・外国などの人とのかかわりの中で，人に対する
　　愛情と信頼感，そして人格を大切にするしぐさ
③　　「環境」
　　動物・植物・自然事象・身近な事物・用具など，自然や社会事象に対する心情や思考力の
　　基礎となるしぐさ
④　　「言語」
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　　あいさつ・会話など，生活の中で豊かな言葉を養うしぐさ
⑤　　「表現」
　　音楽・造形などの豊かな感性を養うしぐさ
　以上のように分類される。
　この5領域の中で，「健康」が基本的な習慣や態度を養う領域であり，日常生活の中で，日々
何度となく繰り返される活動である。また，保育所と家庭で両者が平行して継続的になされる
活動であることから，本稿では，この「健康」を選び，その中で，衣類の着脱，身辺清潔にポ
イントを置いて研究をすすめたい。
3－3　年齢区分にみる衣類の着脱，身辺清潔に関する事項の抽出
　8つの年齢区分にそって，衣類の着脱，身辺清潔が身に付くために保母が行うべき事項と，
子どもに望まれる事項を抽出してみる。
〈6か月未満児〉
　「ねらい」③個々の子どもに応じて心身共に快適な状態をつくり，情緒の安定をはかる
　「内　容」（8）おむつが汚れたら，やさしく言葉をかげながら，こまめに取り替え，きれいに
　　　　　　　なった心地よさを感じることができるようにする
　　　　　　⑩素材に注意を払い，ゆったりとした衣服を着せ，快適に過ごせるようにする
　　　　　　qD室内外の温度，湿度に留意し子どもの健康状態に合わせて衣類の調節をする
〈6か月から1歳3か月未満児〉
　　「ねらい」（5）姿勢を変えたり，移動したり様々な身体活動を十分に行えるよう，安全で活動
　　　　　　　しゃすい環境を整える
　　「内　容」⑦おむつが汚れたら，やさしく言葉をかげながら，こまめに取り替えきれいに
　　　　　　　なった心地よさを感じることができるようにする
　　　　　　⑩室内外の温度，湿度に留意し子どもの健康状態に合わせて衣類の調節をする
　　　　　　⑪食事の前後や汚れたときは，顔や手を拭いて清潔になることの心地よさを喜ぶ
　　　　　　　ようにする
〈1歳3ケ月から2歳未満児〉
　　「ねらい」（5）安心できる保母との関係のもとで，食事，排泄などの活動を通して，自分でし
　　　　　　　ようとする気持ちが芽生える
　　「内　容」（3）体，衣服，身の回りにある物を常に清潔な状態にしておく
　　　　　　（8）おむつやパンツが汚れたら，やさしく言葉をかげながら取り替え，きれいに
　　　　　　　なった心地良さを感じることができるようにする
　　　　　　G①室内外の温度，湿度に留意し子どもの健康状態に合わぜて衣類の調即をする
　　　　　　⑪保母のやさしい言葉かけと援助で，衣類の着脱に興味を持つようにする
　　　　　　⑫食事の前後や汚れたときは，顔や手を拭いて，きれいになった心地よさを感じ
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　　　　　　　ることが出来るようにする
〈2歳児〉
　「ねらい」（5）安心できる保母との関係の基で，食事，排泄などの簡単な身の回りの活動を自
　　　　　　　分でしょうとする
　「内　容」（2）生活環境を常に清潔な状態に保つとともに，身の回りの清潔や安全の習慣が少
　　　　　　　しずつ身に付くようにする
　　　　　　（7）簡単な衣類は，一人で脱ぐことができるようになり，手伝ってもらいながら，
　　　　　　　ひとりで着るようになる
　　　　　　（8）顔を拭く，手を洗う，鼻を拭くなど，保母の手を借りながら少しずつ自分です
　　　　　　　る
〈3歳児〉
　「ねらい」（5）食事，排泄，睡眠，衣類の着脱などの生活に必要な基本的な習慣が身に付くよ
　　　　　　　うにする
　「基礎的事項」（4）食事，排泄，睡眠，休息など，生理的欲求が適切に満たされ，快適な生活
　　　　　　　　　や遊びができるようにする
　　「健　康」（4）保母の手助けを受けながら，衣類を自分で着脱し，調節しようとする
　　　　　　（5）保母の手助けにより，自分で手洗いや鼻をかむなどして，清潔を保つ
〈4歳児〉
　　「ねらい」（5）自分でできることに喜びを持ちながら，健康，安全など生活に必要な基本的な
　　　　　　　習慣をしだいに身につける
　　「基礎的事項」（4）食事，排泄，睡眠，休息など，生理的欲求が適切に満たされ，快適な生活
　　　　　　　　　や遊びができるようにする
　　「健康」（4）衣類などの着脱を順序よくしたり，調節をする
　　　　　　（5）鼻をかんだり，顔や手を洗うなど，体を清潔にする
〈5歳児〉
　　「ねらい」（5）自分で出来ることの範囲を広げながら，健康，安全など生活に必要な基本的習
　　　　　　　慣や態度を身につける
　　「基礎的事項」（4）食事，排泄，睡眠，休息など，生理的欲求が適切に満たされ，快適な生活
　　　　　　　　　や遊びができるようにする
　　「健　康」（4）一人で衣類を着脱し，必要に応じて衣類を調節する
　　　　　　（5）うがい，手洗いなどの意味が分かり，体や身の回りを清潔にする
〈6歳児〉
　　「ねらい」（6）安全に必要な基本的な習慣や態度を身につけ，そのわけを理解して行動する
　　「基礎的事項」（4）食事，排泄，睡眠，休息など，生理的欲求が適切に満たされ，快適な生活
　　　　　　　　　や遊びができるようにする
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「健　康」（4）衣類の着脱が一人目でき，衣類を適当に調節する
　　　　（5）清潔にしておくことが病気の予防と関係があることが分かり，体や衣類，持ち
　　　　　物など清潔にする仕方を身につける。（注4）
3－4　年齢区分による指針の要約
①6か月未満児，および6ケ月から！歳3ケ月未満児においては，
　・快適な環境を整え，
　・心地よさを感じることができるように，
といった言い回しが並び，保母側の行き届いた養護のもとで，衣類の着脱ができるように，と
うたわれている。
②1歳3ケ月から2歳児においては，
　・自分でしょうとする気持ちが芽生える
　・興味を持つようにする
　・自分でしょうとする
　・手伝ってもらいながら，ひとりで着るようになる
　・保母の手を借りながら，少しずつ自分でする
といった，保母側が行き届いた養護を行うことは勿論のこと，保母が援助することにより，子
どもが身につけることが望まれる意欲，態度などをうながしている。
③3歳児においては，
　・手助けにより，調節しようとする
　・手助けにより，生活を保つ
といった，保母の手助けがあるものの，子ども自信の自我の中で主体的な行動となっていく。
④4歳児，5歳児，6歳児においては，
　・しだいに身につける
　・順序よくしたり，調節をする
　・意味が分かり，清潔にする
　・清潔にする仕方を身につける
など，年齢を追うこどに日常の生活の中で衣類の着脱，身辺清潔が子ども自身の自己管理のも
とで，完成期を迎えていることが伺える。
　このように，保育指針の基本理念のもとで，衣類の着脱，身辺清潔を考えると，「保母の行き
届いた養護のもとで，保母がしだいに，さりげなく，援助を行いながら，子ども自身が身につ
け，自己管理できるまでに成長する」といったプロセスが伺える．このプロセスの中には，子
どもへの意識的，直接的な態度，行為といった，先に述べたしつけの意味合いはほとんどな
く，むしろ保母のさりげない援助のもとで，あたかも無意識的な生活態度，子どもぺの接触行
為，つまり保母の日々のしぐさの中で伝承され，身に付いていくことの重要性が伝わってく
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る。
4　保育現場で伝えたしぐさ
4－1　朝の玄関先での情景
　この研究の検証として，筆者の携わっている埼玉県入間市における社会福祉法人茶々保育園
でのしぐさのレシピの実践を，ここで報告したい。
　朝の登園時は，子どもと親が一緒に玄関に入ってくる。朝という時間的制約の中で，ほとん
どの親は子どもをせかしながら，「くつをしまって」，「○○ちゃんのくつはどこにしまうの」，
「早くしなさい」，「だめでしょう」，「ちゃんとしないと，くつがなくなるよ」，「くつを振り回
さないで，きたないでしょう」等々，子どもに矢継ぎ早に指示を行う場合と，靴をしまわない
子どもに対して，親が無言で毎朝靴箱にしまう場合とがある。靴だけに止まらず，かばんをか
ける，連絡帖を出すなど，数多くの行為が同じように繰り返され，また毎朝繰り返されるので
あるから，幸ぜな保育所生活には似つかわしくなく，なんとか解決できないものかと考えた。
そこで，「くつをぬぐ」というテーマで，子どもに伝えたいしぐさはどのようなものであるかを
検討した。
4－2　しぐさを生活文化にするために
　人から人へと伝承されるしぐさには，いくつかの必要条件があるように思う。美しいこと，
簡単であること，さりげないこと，無駄な動きがないこと，遊び心があること，アクセントが
あることなどである。これらの条件をそのしぐさの中に組み入れることができると，子どもは
大人のしぐさに目をやり，しだいに模倣を始める。そこで，子どもを主役にして，「くつをぬ
ぐ」のし：ぐさの要点を，動作の場面場面に組み入れ，簡潔な文章を添えた小さな絵本をつく
り，それを我々は「しぐさのレシピ」と名付けた。
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＜くつをぬぐ〉
くっをぬぐ
2．しゃがんでくつをもち
　むきをかえる
?
4．しずかにげたばこに
　いれる
1．くつをそろえてぬぐ
3．くつをそろえてもち
　ぢょん、ちょん、とどろをおとす??
?
・．・@●9レ
略　，嚇勧
5．げたばこをしめる
ρ、の　　　の
　このレシピを見ると，たとえば，1の場面で「ただいま」という言葉と一緒にそろえる動作
をする。また，3の場面では，ちょん，ちょんという行為の中に遊び心が盛り込まれている・
このように，一連の動作の流れが，無駄な動きがなく，美しく表現されている。
　ではここで，もう2つ，しく・さのレシピをあげてみよう・「健康」の領域の中の衣類の着脱・
身辺清潔にかかわるしく・さとして「うわぎをたたむ」と・「環境」の領域の植物に対する心情や
思考力の基礎となるしぐさ，「うえきぼちのせわ」の2つである。
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〈うわぎをたたむ〉
　　　　　　　幽
､わぎをたたむ
1．えりが　てまえにくるように
@ふくをひろげ　しわをのばし
@おりめをただす
1●
2．ボタンを　あわせる（はめる） 3。うでをたたむ
?
4，もうかたほうのうでを　たたむ 5．そでを　いっしょにもつて
@ふたつにおる
一　　，●■，響　，．，　層■　■　，　　o●・　o　・　，　一
6．てを　おいて　くるりとまわす
@　　　　　　　　　め
7．はんぶんにおる
一　一　．■■．●●○　　，，一〇
8．ふくのしたに　てをいれて
@もちあげる
@　　　し　　　　　　　　　　｛@　　海　　　　　・…；　随@　　　‘　一う　”　認み亀
一291一
生活文化としての“しぐさ”の伝承に関する考察と実践例（迫田）
〈うえきばちのせわ〉
　　　　　　　　幽
うえきばちのせわ
　1．はなばち
、　　　　．　　『
　　　　’，1，’@　、、
1．うえきばちのそば　ピッチャーと
　だいぶきんをおく　ピッチャーに
み箏一倉
3、かれているはや　しおれている
　はなはつまんでとる
5．うえきばちを
　におく
??》??
ひのあたるところ
　　　　　。．・，②
7．バケツにみずをいれ　だいぶきん
　をゆすいでしぼる
（どうぐ）
バケツ
ピッチャー
だいぶきん
2．はなとはにかるくさわって
　　ごきげんかどうか　ようすをみる
びん。はねれ、よ　＠
げんきなしょうこ
4．つちをゆびでさわってみる
　かわいていたら　みずをピッチャー
　で　したのおさらに　しみださな
　いようにしずかに　あげる
?
、、騒
?
?
6．ピッチャーのみずをすて　だいぶ
　きんでふく
　テーブルがよごれていたらふく
?
?
????
qpo
8．バケツのみずをすて
　をかける
　ピッチャーをいれて
だいぶきん
しまう
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4－3　「しぐさのレシピ」の活用
　では，具体的にしぐさのレシピを，保育現場でどのように活用したのであろうか。
　第1段階は，保育所内のすべての保母炉，このしぐさをマスターし，保育所の日常生活の中
でなんども行う。この段階で，保母のしぐさに気づき，模倣する子どもが出てくる場合もあ
る。第2段階では，しぐさのレシピ1くつをぬぐ」を絵本の読み聞かせのように子どもに提供
し，玄関のくつをぬぐ場所にこのレシピを置き，動機付けを行う。続いて第3段階では，すべ
ての子どもが，このしぐさをマスターする。そして第4段階では，両親に子どものしぐさに流
れがあることを知らせ，しぐさのレシピを見ることで，しぐさの伝承の大切さを感じ取っても
らう。
5　おわりに
　現在，しぐさのレシピの作成は，「健康」，「環境」に止まらず，「言語」，「人間関係」にまで
広げている。本稿は，この研究の一部であり，今後より広く，深く進めていきたいと考えてい
る。保母は，しぐさの伝承のために自分たちの行動の一つ一つに無理がないよう，無駄がない
よう，しかも美しく，さりげなくできるように，しぐさに磨きがかかってきた。
　子ども達は，しぐさが身に付くことで大人の指示，禁止，干渉，溺愛といった評価をそのた
びに受けることなく，自分自身の意思のもとで行動するきっかけを得る事が出来たように思
う。
　両親は，自分のしぐさが子どもの手本となるような動きをしたいと考え始めた人がいるよう
に思う。また，保育所が両親から子育て相談を受けた際，しぐさのレシピを紹介することで，
育児の面白味を感じることになったりもしている。
　このしぐさのレシピは，マニュアル本とは考えていな：い。むしろ，保母および両親が子ども
の目の高さで日常生活を見ていくための，展開の仕方を学び合うための一つのステップであ
り，プロセスであると考える。だからこそ，しぐさを，子どもを主体とした，ビジュアル化し
たものとした。
　こうした活動をとおして，子どもが保育所生活の中で，ごく自然に身につけたしぐさによっ
てその子のパーソナリティを築き，より充実した人生が営めるよう，また保母や両親にしぐさ
の大切さを伝え，失われつつある生活文化としてのしぐさを再認識することで，保育・育児の
喜びにつながるもととしたいと切に願っている。
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（注1，2）
森上史朗，1980年発行，r保育のための乳幼児真理事典」（日本らいぶらり）198ページ
（注3，4）
厚生省児童家庭局，1990年発行，「保育所保育指針」
（図1）
日本保育協会，1996年8月号，「保育界」34ページ，平成7年度電話相談利用状況について
（図2）
厚生省，1996年発行「平成8年度版厚生白書」57ページ，「子どもを育てるのは楽しい」と感じる者の割
合の国際比較
（図3）
厚生省，1996年発行「平成8年度版厚生白書」58ページ，不安や悩みの種類の構成割合
（図4）
厚生省，1996年発行「平成8年度版厚生白書」59ページ，不安や悩みの解決策
一294一
